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朝
夕
は
涼
し
さ
が
増
し
、
虫
の
音
も
心
地
好
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に

は
益
々
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
、
御
神
威
の
発
揚
に
格
別
な
る
ご
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
鎮
座
千
三
百
四
十
年
・
遷
座
百
四
十
年
式
年
大
祭
及
び
記
念
事
業
は
、
皆

様
の
篤
志
に
よ
り
目
出
度
く
完
遂
し
、
平
成
二
十
六
年
春
に
式
年
大
祭
に
向
け
て
結

成
さ
れ
た
式
年
大
祭
奉
賛
会
も
本
年
六
月
に
恙
無
く
解
散
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
此
れ
も
偏
に
崇
敬
奉
賛
会
員
の
皆
様
・
崇
敬
者
各
位
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の

と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
通
り
、
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
は
、
日
向
の
高
千
穂
の
宮

よ
り
東
進
せ
ら
れ
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
、
我
が
国
を
平
定
さ
れ
、「
八
紘
を
掩
ひ

て
宇
と
為
む
」
つ
ま
り
、「
天
下
に
住
む
全
て
の
も
の
が
、
一
つ
屋
根
の
下
に
大
家
族

の
よ
う
に
仲
良
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
神
武
創
業
の
精
神
を
掲
げ
、
奈

良
の
畝
傍
山
の
麓
、
橿
原
の
宮
で
即
位
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
即
位
の
日
を
も
っ
て
、
我
が
国
の
「
建
国
記
念
日
」
と
定
め
ら
れ
、
毎
年
二

月
十
一
日
に
建
国
を
祝
う
紀
元
祭
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
神
武
天
皇
が
崩
御
に

な
っ
た
四
月
三
日
に
は
、橿
原
神
宮
を
遙
拝
し
、神
武
天
皇
の
御
偉
業
を
称
え
奉
る
「
神

つ
な
が
り  

― 

家
庭
と
地
域
の
絆 

―
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武
天
皇
祭
遙
拝
」
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。
折
し
も
、
本
年
は
神
武
天
皇
が
崩
御
さ

れ
て
よ
り
二
千
六
百
年
の
式
年
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
橿
原
神
宮
に
お
い
て
「
神

武
天
皇
二
千
六
百
年
式
年
祭
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
、
当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
同

日
同
時
刻
に
境
内
祭
場
で
遙
拝
の
儀
を
ご
奉
仕
申
し
上
げ
た
次
第
で
す
。

　

戦
後
七
十
年
が
過
ぎ
、
こ
の
歩
み
の
中
で
世
情
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
参
り

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
技
術
が
進
歩
し
、
経
済
繁
栄
を
も
た
ら
し
て
、
便
利
な
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。
一
見
快
適
な
生
活
の
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
家
族
の

絆
を
弱
め
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
か
つ
て
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
「
言
わ
ず
も
が
な
」
の
う
ち
に
語

り
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
家
庭
の
祭
り
、
地
域
の
祭
り
も
、
戦
後
教
育
を
う
け
た

世
代
へ
と
変
わ
る
こ
と
で
、
神
社
を
中
心
と
す
る
地
域
共
同
体
意
識
が
希
薄
化
し
、

さ
ら
に
近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
高
齢
独
居
世
帯
の
増
加
や
、
若
者
の
都
市

部
へ
の
定
住
な
ど
、
地
域
・
神
社
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
昨
年
を
も
っ
て
完
遂
し
た
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
よ
り
、
全

国
各
地
の
神
社
や
神
道
に
対
し
て
、
若
い
世
代
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
我
々

神
社
人
は
、
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
地
域
共
同
体
の
〝
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
〟
で
あ
る

神
社
の
四
季
折
々
の
祭
り
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
、
家
庭
の
祭
り
を
喚
起

す
べ
く
、
さ
ら
に
奉
仕
に
努
め
る
と
と
も
に
、
言
挙
げ
し
、
こ
の
現
下
状
況
を
改
善

し
て
「
敬
神
崇
祖
」
の
実
を
上
げ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
覚
悟
を
新
た
に
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
日
本
民
族
の
底
流
に
息
づ
く
神
武
創
業

の
精
神
、
農
耕
文
化
か
ら
生
ま

れ
た
勤
勉
、
且
つ
助
け
合
い
の

精
神
と
い
う
父
祖
伝
来
の
こ
こ

ろ
を
今
の
社
会
に
照
ら
し
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
叡
智
こ
そ
が
、

家
庭
と
地
域
の
絆
を
深
め
、
日

本
の
将
来
に
繋
が
る
こ
と
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

神武天皇祭遙拝
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昨
秋
、
斎
行
さ
れ
た
射
水
神
社
式
年
大
祭

の
奉
賛
会
解
散
式
、
並
び
に
本
年
度
の
崇
敬

奉
賛
会
定
例
総
会
が
六
月
十
八
日
に
開
催
さ

れ
、
会
員
七
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

社
殿
に
て
正
式
参
拝
の
後
、
総
会
は
国
旗

儀
礼
と
し
て
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
物
故
会

員
に
対
し
黙
祷
、
宮
司
、
橘
慶
一
郎
総
裁
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。
篤
志
奉
納
者
へ
の
感
謝
状

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
年
大
祭
奉
賛
会
解
散
式 

並
び
に 

定
例
総
会

　

式
年
大
祭
奉
賛
会
解
散
式
で
は
、
穴
田
奉

賛
会
長
の
挨
拶
の
後
、「
活
動
概
要
報
告
」
で
、

「
賜 

伊
勢
神
宮　

鳥
居
奉
曳
祭
」、「
神
宮
撤

下
御
装
束
神
宝
」、
臨
時
大
祭
「
幣
饌
料
奉

奠
奉
告
大
祭
」
に
つ
い
て
も
報
告
。「
記
念

事
業
決
算
報
告
」
の
後
、
立
野
井
理
事
に
よ

り
「
解
散
報
告
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
い
て
の
定
例
総
会
で
は
、

「
新
役
員
就
任
・
入
会
会
員
紹
介
」、「
平
成

二
十
七
年
度
活
動
報
告
・
収
支
決
算
報
告
」、

「
平
成
二
十
八
年
度
活
動
計
画
・
予
算
案
審

議
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
。
特
に
祭
儀

の
奉
賛
、
新
た
な
教
化
活
動
の
企
画
・
展
開

と
し
て
、
高
岡
七
夕
ま
つ
り
［
八
月
一
日
～

七
日
］
に
「
願
い
短
冊
」
を
境
内
に
初
設
置
。

竹
田
恒
泰
氏
講
演
会
［
十
二
月
四
日
（
日
）

富
山
竹
田
研
究
会
主
催
］
に
特
別
協
力
す
る

と
と
も
に
、
明
年
春
の
「
第
六
十
八
回 

全

国
植
樹
祭
と
や
ま
」
関
連
諸
企
画
の
立
案
実

行
に
向
け
て
、崇
敬
者
参
加
型
の
神
社
祭
事
・

行
事
の
企
画
立
案
と
斎
行
に
つ
い
て
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
社
誌
編
纂
事
業
の
た
め
の
史
料

蒐
集
、
及
び
史
料
整
理
の
推
進
と
、
九
月

二
十
六
日
（
月
）
～
二
十
七
日
（
火
）、
遠

江
国
一
宮 

小
國
神
社
・
国
宝 

久
能
山
東
照

宮
参
拝
研
修
旅
行
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

式
年
大
祭
奉
賛
会　

解
散
報
告

　

去
る
平
成
二
十
六
年
二
月
十
一
日
に
結
成

の
「
射
水
神
社　

御
鎮
座
千
三
百
四
十
年
・

御
遷
座
百
四
十
年　

式
年
大
祭
奉
賛
会
」
は
、

本
日
の
解
散
式
を
以
て
、
そ
の
使
命
を
完
遂

致
し
ま
す
。

　

向
後
は
、こ
れ
ま
で
の
崇
敬
奉
賛
会
と
し
て

組
織
し
、来
る
百
五
十
年
の
式
年
大
祭
に
向
け
、

越
中
総
鎮
守
一
宮
で
あ
る
射
水
の
大
神
の

さ
ら
な
る
御
神
威
の
発
揚
に
努
め
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年
六
月
十
八
日

射
水
神
社
式
年
大
祭
奉
賛
会

◇
新
入
会
員

【
法
人
会
員
】

　

株
式
会
社
ア
ミ
レ

　

有
限
会
社
エ
ッ
グ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

株
式
会
社
こ
と
ぶ
き

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部　

富
山
支
店

　

有
限
会
社
早
川
さ
く
泉
工
業
所

　

ホ
シ
ザ
キ
北
信
越
株
式
会
社

　

高
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　

オ
オ
タ
ピ
ア
ノ

　

多
田
薬
品
工
業
株
式
会
社

　

有
限
会
社
西
紀

【
個
人
会
員
】

　

井
川　
　

彪

　

江
幡　

直
幸

　

太
田
奈
緒
美

　

河
合　
　

晋

　

私
市
広
治
郎

　

髙
畑　

真
美

　

中
林　

明
義

　

布
谷　

省
三

　

橋
本　
　

隆

　

林　
　

信
宏

　

福
井　

修
一

　

見
津
美
紀
子

　

宮
腰　

久
嗣

　

要
藤　

利
明

計　

九
社　

十
四
名　

の
新
入
会

感謝状の贈呈

講演される井後政晏先生

　

そ
の
後
、
記
念
基
調
講
演
と
し
て
、
皇
學

館
大
学
井
後
政
晏
名
誉
教
授
よ
り
「
諸
国
の

一
宮
と
総
社
の
祭
り
」
と
題
し
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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御
礼
　
式
年
大
祭
記
念
事
業
芳
名

式
年
大
祭
奉
賛
会
役
員

・
穴
田　

甚
朗　
　
　

・
荻
布　

精
一

・
立
野
井
富
二　
　
　

・
田
井　

佳
夫

・
寺
﨑　

敏
夫　
　
　

・
村
本　

武
史

・
島　
　

憲
誠　
　
　

・
菅
野　

淳
一

・
林　
　

松
夫　
　
　

・
佐
武
峻
三
久

・
渡
辺　

守
人　
　
　

・
山
達　

是
人

・
向
山　

耕
司　
　
　

・
荻
原　

隆
夫

・
吉
岡
隆
一
郎　
　
　

・
塩
谷　

雄
一

・
塩
﨑　

利
平　
　
　

・
荻
布　

善
亮

五
百
万
円

・
あ
け
ぼ
の
敬
神
講　

代
表　

向
山　

耕
司

三
百
万
円

・
三
協
立
山
株
式
会
社

・
伏
木
海
陸
運
送
株
式
会
社

二
百
万
円

・
株
式
会
社　

文
化
店

百
万
円

・
高
岡
信
用
金
庫

・
株
式
会
社　

北
翔

・
藤
川　

正
司

・
向
山　

和
子

五
十
万
円

・
株
式
会
社　

北
陸
銀
行　

高
岡
支
店

・
ト
ナ
ミ
運
輸
株
式
会
社

・
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社

・
塩
谷
建
設
株
式
会
社

・
高
岡
交
通
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー

・
株
式
会
社　

北
陸
建
材
社

・
株
式
会
社　

北
日
本
新
聞
社

・
株
式
会
社　

高
岡
水
産
物
市
場

・
森
田
建
設
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

ミ
ヤ
シ
ゲ

三
十
万
円

・
医
療
法
人
社
団　

誠
林
会

・
第
一
物
産
株
式
会
社

・
高
岡
市
農
業
協
同
組
合

・
株
式
会
社　

富
山
銀
行

・
有
限
会
社　

フ
レ
ッ
シ
ュ
佐
武

・
丸
果
株
式
会
社　

高
岡
青
果
市
場

・
一
般
財
団
法
人　

北
陸
予
防
医
学
協
会 

・
株
式
会
社　

開
進
堂

・
カ
マ
タ
ニ
印
刷

・
高
岡
冷
蔵
株
式
会
社

・
東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

・
有
限
会
社　

中
川
自
動
車
工
業

・
広
島
公
認
会
計
士
事
務
所

・
北
陸
防
水
株
式
会
社

・
山
岡
石
材
工
業
株
式
会
社

・
渡
辺
会
計
事
務
所

・
山
文
花
ま
つ
Ｊ
Ｆ
Ｃ
万
華
苑

・
東
洋
冷
蔵
株
式
会
社

・
能
登
高
浜　

小
浜
神
社

・
辻
井　

良
雄

・
辻
井　

利
男

二
十
五
万
円

・
株
式
会
社　

木
立
写
真
館

・
株
式
会
社　

正
三
商
店

・
有
限
会
社　

橘
楼

・
株
式
会
社　

花
金

・
株
式
会
社　

ひ
ま
わ
り

・
株
式
会
社　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な
だ

・
有
限
会
社　

宮
一

二
十
万
円

・
株
式
会
社　

島
屋

・
高
岡
ガ
ス
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

文
苑
堂
書
店

・
荻
布
漁
業
生
産
組
合

・
荻
布
プ
ロ
パ
ン
株
式
会
社

・
荻
布
倉
庫
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

大
越
仏
壇

・
金
森
産
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

サ
ン
テ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
タ
ナ
ベ
自
動
車
販
売
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｅ

・
株
式
会
社　

ト
ヤ
マ
水
産

・
株
式
会
社　

ヨ
シ
ケ
イ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

・
富
山
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社

・
久
井　

孝
夫

・
山
岡　

利
昭

十
五
万
円

・
株
式
会
社　

大
野
屋

・
株
式
会
社　

九
谷
屋

・
株
式
会
社　

富
山
第
一
銀
行　

高
岡
支
店

・
株
式
会
社　

中
尾
清
月
堂

・
藤
田　

敬
子

十
万
円

・
高
岡
ホ
ン
ダ
自
販
株
式
会
社

・
林
整
形
外
科
医
院

・
寺
崎
工
業
株
式
会
社

・
荻
布
船
舶
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

高
岡
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス

・
有
限
会
社　

ア
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

・
共
和
興
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

阿
部

・
井
上
機
材
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

エ
イ
・
テ
ッ
ク

・
オ
ダ
ケ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

織
田
幸
銅
器

・
株
式
会
社　

カ
イ
ハ
ツ

・
株
式
会
社　

神
島
リ
ビ
ン
グ

・
株
式
会
社　

協
和
総
商

・
久
々
江
燃
料
店

・
グ
リ
ー
ン
産
商
株
式
会
社

・
黒
谷
美
術
株
式
会
社

・
高
陵
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

古
城
製
作
所

・
サ
カ
ヰ
産
業
株
式
会
社　

高
岡
支
店

・
有
限
会
社　

佐
野
金
庫
板
金
工
業

・
三
鐵
工
業
株
式
会
社

・
三
和
運
輸
株
式
会
社

・
有
限
会
社　

塩
崎
商
店

・
塩
﨑
商
衡
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

Ｃ
Ｋ
サ
ン
エ
ツ

・
株
式
会
社　

嶋
安

・
朋
信
社

・
株
式
会
社　

菅
原
敬
兵
衛
商
店

・
高
の
宮
医
院

・
株
式
会
社　

竹
中
製
作
所

・
有
限
会
社　

テ
ン
コ
ー
装
飾

・
砺
波
工
業
株
式
会
社

・
西
村
工
業
株
式
会
社

・
日
本
海
自
動
車
工
業
株
式
会
社

・
日
本
ゼ
オ
ン
株
式
会
社　

高
岡
工
場

・
日
本
曹
達
株
式
会
社　

高
岡
工
場

・
株
式
会
社　

稗
田
緑
化

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ハ
ウ
ス
美
恵

・
有
限
会
社　

広
又
蒲
鉾
商
店

・
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
ア
ル
フ
ァ

・
北
陸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

本
保

・
株
式
会
社　

豆
川
自
動
車

・
丸
和
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

室
屋

・
株
式
会
社　

山
内
神
仏
具
店

・
山
田
酒
店

・
山
与
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

日
東

・
株
式
会
社　

四
津
井

・
北
国
テ
ク
ノ
株
式
会
社

・
富
山
県
呉
西
魚
商
業
協
同
組
合

・
髙
岡
魚
商
組
合

・
医
療
法
人
明
心
会　

柴
田
病
院

・
中
越
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社　

高
岡
工
場

・
多
田
薬
品
工
業
株
式
会
社

・
サ
ク
ラ
パ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

竹
内
乾
物

・
株
式
会
社　

老
子
製
作
所

・
北
日
本
放
送
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

第
一
商
会

・
有
限
会
社　

丸
栄
黒
川
仏
壇
店　

黒
川
仏
壇
セ
ン
タ
ー

・
オ
リ
ジ
ン
工
業
株
式
会
社

・
中
部
工
営
株
式
会
社

・
日
新
興
業
株
式
会
社

・
京
都
奉
製
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

北
陸
化
成
工
業
所

・
海
道
俊
雄
公
認
会
計
士
事
務
所

・
東
和
奉
産
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

布
屋
商
店

・
米
田
税
理
士
事
務
所

・
み
や
こ
し
内
科
医
院

・
有
限
会
社　

す
ま
い
る

・
高
岡
市
護
国
神
社
奉
賛
会

・
青
井　
　

博

・
布
谷　

省
三
、
寿
子

・
勝
山　
　

功

・
嶋　
　

安
生

・
藤
川　

勝
喜

・
森
原　

敬
喜

　
こ
の
度
の
式
年
大
祭
が
崇
敬
奉
賛
会
員
は
じ
め
崇
敬
者
各
位
の
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
の

も
と
、
厳
粛
に
斎
行
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
悦
び
で
あ
り
ま
す
。

　
茲
に
式
年
大
祭
記
念
事
業
に
ご
奉
賛
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
芳
名
を
掲
げ
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。



5 　射水

・
浦
島　

義
寛

・
吉
田　

秀
幸

・
石
灰　

昭
光

・
山
田　

勝
久

・
島　
　

啓
介

・
野
吾　

英
文

・
中
山
弥
八
郎

・
広
島　

律
子

・
太
田
奈
緒
美

・
清
河　

秀
之

・
清
河
伊
希
子

・
清
河　

愛
子

・
匿
名

七
万
円

・
院
内
社
氏
子
一
同

六
万
円

・
株
式
会
社　

秋
江

・
有
限
会
社　

中
村
漆
器
店

・
北
陸
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社　

高
岡
支
社

・
株
式
会
社　

松
沢
美
術

・
第
一
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

五
万
円

・
寺
崎
運
輸
株
式
会
社

・
天
野
屋
蒲
鉾
店

・
有
限
会
社　

エ
ッ
グ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
ク
ラ
シ
エ
製
薬
株
式
会
社　

高
岡
工
場

・
株
式
会
社　

創 

建
築
事
務
所

・
株
式
会
社　

タ
カ
ナ
ミ

・
デ
ジ
タ
ル
タ
カ
オ
カ

・
株
式
会
社　

と
さ

・
南
陽
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

西
川
構
装
社

・
蓬
來
の
し
店

・
八
田
医
院

・
富
源
商
事
株
式
会
社

・
有
限
会
社　

フ
ジ
創

・
株
式
会
社　

ミ
ヤ
ワ
キ
建
設

・
株
式
会
社　

若
野
鋳
造
所

・
株
式
会
社　

大
祐

・
有
限
会
社　

正
村

・
株
式
会
社　

エ
ビ
ス
シ
マ
ダ

・
割
烹　

福
島

・
平
和
交
通
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

丸
忠
商
事
清
水
支
社

・
有
限
会
社　

早
川
さ
く
泉
工
業
所

・
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン　

Ｂ
ａ
ｒ
ｅ　

Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ 

・
要
藤　

利
明　
　
　

・
松
本
芙
未
晃
、
與
志
子

・
林　
　

信
宏　
　
　

・
藤
川　

達
三

・
戸
井　
　

貢　
　
　

・
西
野　

俊
夫

・
森
下　

利
徳　
　
　

・
谷
口　
　

央

・
中
林　

明
義　
　
　

・
坂
田　

昭
夫

三
万
円

・
株
式
会
社　

ア
リ
タ

・
株
式
会
社　

井
筒
授
与
品
店

・
海
王
交
通
株
式
会
社

・
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

・
北
一
株
式
会
社

・
木
田
芳
香
園

・
茶
道　

清
風
の
会

・
株
式
会
社　

三
愛
工
芸

・
有
限
会
社　

三
立
工
業
所

・
志
貴
野
金
属
工
業
株
式
会
社

・
く
に
も
と
漆
器
店

・
シ
マ
商
会

・
高
岡
金
網
株
式
会
社

・
高
岡
通
運
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

ダ
ス
キ
ン
高
岡

・
立
山
電
化
工
業
株
式
会
社

・
有
限
会
社　

チ
ャ
ン
ス
メ
ー
カ
ー

・
株
式
会
社　

富
山
県
福
祉
旅
行
セ
ン
タ
ー

・
株
式
会
社　

中
川
金
物

・
日
東
製
網
株
式
会
社　

高
岡
事
業
所

・
株
式
会
社　

日
本
海
カ
ッ
タ
ー
工
業

・
日
本
海
産
商
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

ヒ
ヨ
シ

・
福
島
機
械
工
業
有
限
会
社

・
北
陸
レ
ジ
ン
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

山
崎
モ
ー
タ
ー
ス

・
有
限
会
社　

西
紀

・
高
岡
市
弓
道
連
盟

・
麻
善
蒲
鉾
有
限
会
社

・
有
限
会
社　

松
沢
商
店

・
富
山
県
西
部
青
果
食
品
協
同
組
合

・
株
式
会
社　

大
樹

・
協
和
紙
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

藤
田
銅
器
製
作
所

・
丸
福
石
油
産
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

カ
ジ
メ
イ
ク

・
株
式
会
社　

サ
イ
ゴ
堂

・
頭
川
証
券
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

今
川
雑
穀
店

・
菱
富
食
品
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

寺
崎

・
株
式
会
社　

こ
と
ぶ
き

・
八
百
勝
青
果
株
式
会
社

・
フ
ル
ー
ツ
ひ
ろ
は

・
有
限
会
社
モ
メ
ン
タ
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
Ｏ
ｒ
ｉ
ｉ

・
株
式
会
社　

三
八
五
紙
工

・
ト
ー
タ
ル
・
メ
デ
ィ
カ
ル
津
沢
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

サ
ン
ワ

・
中
村
表
具
店

・
高
岡
市
消
防
団
定
塚
分
団

・
イ
ル
カ
交
通
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

大
高
運
輸

・
滝
口
提
灯
店

・
横
川
家
具
店

・
伊
勢
玉
神
社

・
高
橋　

幸
子　
　
　

・
清
水　
　

篤

・
上
田　
　

博　
　
　

・
寺
井　

史
佳

・
西
川　

元
祥　
　
　

・
鍛
治　

正
和

・
大
谷
内　

勇　
　
　

・
谷
口　

拓
哉
、
み
づ
き

・
辻　
　
　

保　
　
　

・
中
山　
　

哲

・
酒
井
紀
久
雄　
　
　

・
藤
井　

勝
英

・
高
永　

周
寛　
　
　

・
小
林　

進
吾
、
香
子

・
髙
田　

政
公

二
万
円

・
株
式
会
社　

神
路
社

・
中
條
商
事
株
式
会
社

・
株
式
会
社　

山
本
建
成
工
業

・
有
限
会
社　

前
崎
養
鶏

・
割
烹　

寿
文

・
有
限
会
社　

室
崎
煉
瓦
工
務
店

・
高
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ
・
オ
オ
タ
ピ
ア
ノ

・
剣
楓
会

・
ヘ
ア
・
メ
イ
ク　

じ
ゅ
の

・
田
中　

洋
子

一
万
五
千
円

・
高
岡
調
理
師
会

一
万
円

・
ヘ
ア
サ
ロ
ン　

し
ゃ
ら
く

・
角
久
旅
館

・
株
式
会
社　

富
山
県
人
社

・
株
式
会
社　

平
和
合
金

・
角
田
餅
菓
子
店

・
株
式
会
社　

く
ぼ
た
本
店

・
有
限
会
社　

藤
本
晴
可

・
大
浦
写
真
館

・
Ｍ
Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

・
弥
栄
節
保
存
会

・
株
式
会
社　

電
陽
社
建
設

・
株
式
会
社　

ダ
イ
ム
ワ
ン

・
仁
藤　

安
雄　
　
　

・
橋
本　
　

隆

・
熊
西　

勝
己　
　
　

・
宮
西　

佳
浩

・
関　
　

庸
次　
　
　

・
油
谷　

利
彦

・
横
田　

充
弘　
　
　

・
折
井　

宏
司

・
中　
　

利
夫　
　
　

・
吉
野　

晋
朗

・
江
守　

榮
信　
　
　

・
藤
岡　
　

勇

・
河
合　
　

晋　
　
　

・
柴
田　

哲
雄

・
棚
辺　
　

茂　
　
　

・
棚
辺　

敬
子

・
棚
辺　

貴
子　
　
　

・
棚
辺
ひ
と
み

・
萩
原　

貞
亮　
　
　

・
前
田
壽
美
子

・
辻
村
ゆ
か
り　
　
　

・
矢
後　

孝
之

・
川
西　

誠
治　
　
　

・
高
浦　

孝
文

・
三
浦　

正
清　
　
　

・
林　
　

克
典

・
大
谷　
　

勇　
　
　

・
寺
嶋　
　

勇

・
立
浪
ス
ミ
子　
　
　

・
南
林　

罫
子

・
大
口　

洋
子　
　
　

・
宮
浦　
　

実

・
竹
田　

正
勝　
　
　

・
新
田
孝
次
郎

・
太
田　

陽
子　
　
　

・
今
村　

博
吉

・
広
羽　

秀
治　
　
　

・
中
山　

康
雄

・
明　

美
佐
季　
　
　

・
関　
　

剛
史

・
江
幡　

直
幸　
　
　

・
畑
田　

清
志

・
鈴
木　

克
良　
　
　

・
板
坂　

吉
将

・
山
本　

博
史　
　
　

・
山
本　

剛
士

・
石
田　

勝
二　
　
　

・
大
坪　

義
昌

・
私
市
広
治
郎　
　
　

・
岩
辺　
　

勉

・
川
西　

洋
一　
　
　

・
川
西
る
み
こ

・
川
口　

直
弘　
　
　

・
坂
下　

英
之

・
若
井
美
奈
子　
　
　

・
三
輪　

節
子

・
原　
　

延
吉　
　
　

・
中
田
由
紀
子

・
渡
辺　

祐
一　
　
　

・
高
野
吏
世
子

・
太
田　

憲
男　
　
　

・
大
井　
　

僚
、
友
紀
子

・
三
箇　

信
儀　
　
　

・
畠　
　

春
斎

・
平
田
由
紀
恵　
　
　

・
名
原　
　

良

・
河
田　

雅
生　
　
　

・
森
田　

直
人

・
堀　

志
磨
生　
　
　

・
⻆　
　

惠
子

・
⻆　
　

依
子　
　
　

・
谷
口　

辰
夫

・
岡
村　

光
恭　
　
　

・
中
谷　

信
弘

・
匿
名

五
千
円

・
匿
名

三
千
円

・
羽
岡　

栄
勝

二
千
円

・
本
江　

由
美

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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其
の
壱 

～
四
十
年
の
時
を
越
え
て
、
境
内
整
備
が
完
遂
～

其
の
弐 

～ 

手
水
鉢
移
設
完
了
奉
告
祭
を
斎
行 

～

　

大
鳥
居
脇
よ
り
後
方
の
包
丁
塚
脇
に
移
設
さ
れ

た
寄
棟
造
り
の
手
水
舎
は
、
ア
ラ
カ
シ
で
生
垣
を

造
り
、
境
内
整
備
に
際
し
て
伐
り
出
さ
れ
た
欅
の

丸
太
を
机
と
椅
子
に
し
、
境
内
を
一
望
す
る
こ
と

の
出
来
る
「
参
拝
者
休
憩
所
」
と
し
て
再
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
一
月
の
復
刊
以
前
に
発
行
さ
れ
て

い
た
社
報
『
射
水
』
第
八
号
（
昭
和
五
十
年
九
月

刊
）
に
は
、
鎮
座
千
三
百
年
・
遷
座
百
年
式
年
大

祭
に
伴
う
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
「
射

水
神
社
式
年
大
祭
記
念
御
造
営
工
事
完
成
予
想
図
」

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、こ
の
中
に
「
参
拝
者
休
憩
所
」

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
こ
れ
は
実
現
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
度
の
記
念
事
業
に
よ
っ
て
、
当
神
社
と
し
て

も
長
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
参
拝
者
休
憩
所
の
設
置

が
四
十
年
前
の
完
成
予
想
図
通
り
に
完
遂
し
ま
し

た
。

　

尚
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
四
月
二
十
三

日
に
斎
行
さ
れ
た
式
年
大
祭
は
、『
日
本
書
紀
』
天

武
天
皇
三
年
正
月
、
奉
幣
に
与
っ
た
こ
と
が
見
え

る
こ
と
よ
り
起
算
し
て
千
三
百
年
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
畏
き
辺
り
よ
り
奉
幣
の
栄
に
浴
し
て
い
ま

す
。

　

年
が
明
け
て
間
も
な
い
一
月
二
十
三
日
の
月
次
祭
に
併
せ
て
、

手
水
鉢
移
設
完
了
奉
告
祭
を
執
り
行
い
、
祭
典
に
は
木
舟
町
朋

信
社
の
塩
﨑
利
平
代
表
は
じ
め
、
六
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
手
水
鉢
は
、明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
九
月
の
奉
納
以
来
、

大
鳥
居
脇
に
設
置
さ
れ
、
多
く
の
方
が
参
拝
に
際
し
て
、
心
身

の
お
清
め
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
加
賀
藩
前
田
家
の
お
留
石

で
あ
る
戸
室
石
製
で
、
藩
主
や
上
級
武
士
の
み
が
使
用
を
許
さ

れ
た
銘
石
で
も
あ
り
ま
す
。

　

祭
典
で
は
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
玉
串
を
奉
り
て
の
拝
礼

で
は
、
塩
﨑
代
表
以
下
関
係
者
が
旧
中
門
で
そ
れ
ぞ
れ
お
参
り

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
設
さ
れ
た
「
手
水
処
」
で
記
念
撮
影
を
行
い
、

工
事
を
担
当
し
た
山
岡
石
材
工
業
株
式
会
社
よ
り
手
水
鉢
が
境

内
よ
り
翼
廊
へ
移
設
さ
れ
る
ま
で
の
記
録
写
真
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
新
年
や
日
々
の
昇
殿
団
体
参
拝
時
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

式
年
大
祭
余
話
抄
録

鎮座1300年・遷座100年「射水神社式年大祭記念御造営工事完成予想図」
旧社報『射水』第8号（昭和50年9月刊）より転載

移設前

旧
社
報
『
射
水
』
第
七
号
の
表
紙

（
昭
和
五
十
年
五
月
刊
）

用途不明であるが、明治期の絵葉書には「国幣中
社射水神社」と記された社号の掲げられた握舎が
見える。
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其
の
参 

～ 

大
鳥
居
前
参
道
横
断
架
線
の
移
設 

～

　

当
神
社
の
正
面
、
表
参
道
の
目
印
と
し
て
、
永
く
建
ち
続
け

て
い
る
大
鳥
居
の
前
方
に
は
、
電
話
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
架
線

が
参
道
を
横
切
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
北
陸
電
力
と
各
社
の
ご
協

力
の
も
と
、
こ
の
度
の
境
内
整
備
に
よ
っ
て
電
信
柱
が
移
設
さ

れ
、
架
線
が
参
道
を
横
切
ら
ず
に
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

往
時
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
大
鳥
居
は
正
に
当
神
社
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
遷
座
当
初
は
明
神
型
、
そ
の
後
、
両
部
型
と
な
り
、

昭
和
五
十
年
の
遷
座
百
年
祭
に
併
せ
て
現
在
の
銅
板
巻
神
明
型

の
鳥
居
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
鳥
居
を
遮
る
も
の
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は

よ
り
一
層
、
春
の
桜
、
夏
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
景
色

と
と
も
に
社
頭
の
景
を
愛
で
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

移設後

手水鉢移設完了奉告祭を終えて

移設前

手水鉢の翼廊移設

電信柱・架線の移設

架線
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新
年
を
迎
え
た
一
月
八
日
、高
岡
交
通
安
全
協
会
「
交

通
安
全
祈
願
祭
」
を
執
り
行
い
、
一
年
の
無
事
故
・
無

違
反
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
発
生
・
負
傷
者
数
と

も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
事
故
数
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

な
ど
、
高
齢
者
の
安
全
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
の
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
輪
が
広

が
る
こ
と
で
日
々
の
安
全
は
保
た
れ
ま
す
。
い
つ
も
心

新
た
に
交
通
安
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

四
月
二
十
三
日
、
二
上
神
の
御
神
徳
に
感
謝
し
、
皇

室
の
安
泰
と
越
中
国
内
の
平
穏
を
祈
る
例
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　

古
儀
に
倣
い
前
日
夕
刻
と
例
祭
翌
日
に
は
大
御
祭
の

執
行
と
無
事
の
奉
仕
を
大
神
様
に
奉
告
し
、
祭
儀
は
三

日
間
に
亘
り
ま
す
。

　

一
年
を
通
し
て
最
も
大
切
な
祭
事
で
、
当
日
は
、
ご

神
前
に
富
山
県
産
の
米
、
酒
、
魚
、
旬
の
野
菜
や
果
物

な
ど
、
十
二
台
の
神
饌
、
幣
帛
を
お
供
え
し
、
御
神
楽

「
浦
安
の
舞
」
を
奉
納
、
優
雅
な
調
べ
が
古
城
の
杜
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

集結した交通安全啓発車輛

玉串を奉る宮司

交
通
安
全
祈
願
祭

最
重
儀
、
春
の
大
御
祭

１
月
１
日  
歳
旦
祭 

初
詣

１
月
14
日  

左
義
長（
射
水
の
火
祭
り
）　
　

２
月
３
日  

節
分
祭

２
月
11
日  

紀
元
祭

２
月
17
日  

祈
年
祭

３
月
20
日
　
春
季
皇
霊
祭

４
月
15
日  

高
岡
市
護
国
神
社 

春
季
例
大
祭

４
月
18
日  

日
吉
社
春
祭

４
月
23
日  

例
祭

４
月
29
日  

昭
和
祭
　
院
内
社
春
祭

５
月
13
日  

悪
王
子
社
春
祭

６
月
18
日  

崇
敬
奉
賛
会
総
会

　
　
　
　
　
式
年
大
祭
奉
賛
会
解
散
式

６
月
27
日  

鎮
火
祭

６
月
30
日  

夏
越
大
祓 

人
形
感
謝
清
祓
式

７
月
１
日  

職
場
安
全
祈
願
祭

７
月
10
日  

悪
王
子
社
秋
祭

７
月
29
日
〜
31
日 

奉
納
書
道
展

８
月
７
日
　
七
夕
祭

８
月
９
日
　
七
夕
短
冊
焼
納
祭

８
月
13
日
　
土
俵
祭

毎
月
１
日
朔
日
祭
・
23
日
月
次
祭

祭
事
暦 

（
上
半
期
）

杜
の
景
色

m o r i - n o - k e s h i k i
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七
月
三
十
一
日
、
奉
納
奉
告
祭
並
び
に
筆
感
謝
清
祓

祭
に
引
き
続
い
て
、参
集
殿
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
年
大
祭
記
念
と
な
っ
た
昨
年
よ
り
二
十
六
点
多
い

一
〇
七
二
点
の
作
品
が
県
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
当
日

は
約
二
百
人
以
上
の
方
々
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
受
賞

者
へ
賞
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
当
社
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

〝
ふ
う
た
ん
〟
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
満
面
の
笑
み
で

作
品
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
る
光
景
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

半
年
で
身
に
付
い
た
罪
や
穢
れ
を
祓
い
去
る
夏
越
の

大
祓
は
、
六
月
三
十
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
「
水
無
月
の 

夏
越
の
祓
え
す
る
人
は 

千
歳

の
命 

延
ぶ
と
い
ふ
な
り
」
と
の
和
歌
を
唱
え
、
古
来
よ

り
邪
気
を
祓
い
除
け
る
力
が
あ
る
と
さ
れ
る
茅
で
作
ら

れ
た
輪
を
八
の
字
に
く
ぐ
り
、無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
茅
の
輪
は
前
日
早
朝
、
神
職
が
手
刈
り
し
た

茅
を
用
い
、
崇
敬
者
で
あ
る
職
人
の
方
と
と
も
に
毎
年

変
わ
ら
ず
奉
製
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
末
広
開

発
（
株
）
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
主
催
の
「
高
岡

七
夕
ま
つ
り
」
に
協
力
し
、
本
年
初
め
て
八
月
一
日
よ

り
九
日
ま
で
「
七
夕
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

境
内
に
七
夕
の
笹
飾
り
が
さ
れ
、
特
に
拝
殿
前
で
は

参
拝
者
が
自
由
に
短
冊
を
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
願
い
ご
と
が
結
ば
れ
た
七

夕
飾
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
日
、
ご
神
前
に
は
七
夕
に
ち
な
ん
だ
「
素
麺
（
天

の
川
・
織
り
糸
）」
と
「
金
平
糖
（
星
）」 

を
献
供
し
、

諸
芸
上
達
・
縁
結
び
を
願
っ
て
、
雅
楽
器
や
御
神
木
・

紅
梅
の
描
か
れ
た
「
硯
箱
」
も
短
冊
と
と
も
に
据
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

九
日
、
恒
例
の
七
夕
短
冊
焼
納
祭
で
は
、
笹
を
手
に

し
た
園
児
た
ち
が
元
気
な
声
で
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
を

神
様
に
奉
納
し
ま
し
た
。

最高賞の表彰状授与

茅の輪をくぐる一行

第
三
十
七
回 

奉
納
書
道
展

夏
の
祓
い
「
い
み
づ
の
輪
く
ぐ
り
」

七
夕
祭
を
初
開
催
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戦
後
七
十
一
年
　
明
か
さ
れ
る
歴
史 

　
～
神
通
と
射
水
丸
～

昭
和

大
正

二
十
九
年

十
九
年

十
八
年

十
七
年

十
六
年

十
五
年

十
四
年

十
三
年

九
年

七
年

二
年

十
四
年

十
三
年

十
二
年

十
一
年

一
九
四
四

一
九
四
三

一
九
四
二

一
九
四
一

一
九
四
〇

一
九
三
九

一
九
三
八

一
九
三
二

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

９
・
11

８
・
10

６
・
12

９
・
10

７
・
13

５
・
31

５
・
31

12
・
８

12
・
16

12
・
３

５
・
１

４
・
26

７
・
14

12
・
22

６
・
26

８
・
24

１
・
15

12
・
25

８
・
31

７
・
31

９
・
13

12
・
８

８
・
４

遷
座
八
十
年
祭
を
斎
行

射
水
丸
除
籍
、
解
傭

射
水
丸
ア
メ
リ
カ
機
動
部
隊
艦
載
機
群
に
捕
捉
さ
れ
空
爆
で
沈
没

戦
時
下
に
よ
り
遷
座
七
十
年
祭
を
斎
行
で
き
ず

神
通
が
川
内
型
巡
洋
艦
帝
国
軍
艦
籍
か
ら
除
籍

神
通
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
沖
海
戦
に
参
加
、
沈
没

射
水
丸
入
籍
、
特
設
運
送
船
（
舞
鶴
鎮
守
府
所
管
）

射
水
丸
除
籍

大
東
亜
戦
争
開
戦

射
水
丸
入
籍
、
特
設
掃
海
母
艦
（
舞
鶴
鎮
守
府
所
管
）

射
水
丸
海
軍
に
徴
傭
さ
れ
る

射
水
丸
「
御
神
體
遷
御
祭
」
御
護
符
を
授
け
る　

写
真
７

射
水
丸
伏
木
港
に
入
港

射
水
丸
浦
賀
船
渠
で
竣
工　
写
真
６

射
水
丸
進
水

射
水
丸
起
工

時
局
に
よ
り
遷
座
六
十
年
祭
を
斎
行
で
き
ず

百
五
十
名
が
武
運
長
久
を
祈
願　
写
真
３
・
４
・
５

第
二
水
雷
戦
隊
旗
艦
神
通
艦
長
岩
下
保
太
郎
大
佐
以
下
乗
組
員

美
保
関
事
件

射
水
艦
内
神
社
を
神
通
神
社
と
改
称

神
通
艦
長
以
下
参
拝　
写
真
２　

※
前
後
に
御
分
霊
を
奉
斎
か

神
通
岩
瀬
港
に
初
寄
港

神
通
竣
工
、
就
役

高
野
義
太
郎
著
『
国
幣
中
社
射
水
神
社
志
』
発
行

遷
座
五
十
年
祭
を
斎
行

神
通
進
水　
写
真
１

神
戸
川
崎
造
船
所
で
神
通
起
工

神
通
・
射
水
丸
就
航
年
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
神
通
■
紫
字
で
記
載
　
射
水
丸
■
茶
字
で
記
載
］

写真２　「参拝者芳名録」
大正14年12月25日条

写真３　「参拝者芳名録」
昭和7年6月26日条

写真７ 写真４　富山新報（S7.6.27）写真５　高岡新聞（S7.6.28）写真６　高岡新聞（S15.4.26）

写真１　帝国軍艦「神通」の進水式（『歴史画報』大正13年2月号より）

越
中
新
聞（
Ｓ
15
・
５
・
２
）
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前
号
で
特
集
し
た
「
明
か
さ
れ
る
歴
史
」
に
お

い
て
、
軽
巡
洋
艦
神
通
に
当
社
の
ご
祭
神
の
分
霊

が
奉
斎
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
、
大
正
期
か
ら

昭
和
期
に
か
け
て
の
「
参
拝
者
芳
名
録
」
に
歴
代

の
神
通
艦
長
は
じ
め
、
副
艦
長
、
乗
組
員
の
芳
名

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
海
軍
有
終
会
発
行
『
有
終
』
の
記
載

内
容
か
ら
、
神
通
は
昭
和
二
年
以
前
に
当
社
の
分

霊
を
受
け
て
お
り
、
大
正
十
四
年
七
月
に
竣
工
、

岩
瀬
港
に
初
寄
港
し
た
同
年
十
二
月
二
十
五
日
に

神
通
艦
長
以
下
の
関
係
者
が
参
拝
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ど
う
や
ら
こ
の
時
期
に
当
社
の
分
霊
を

譲
渡
し
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
射
水
川
（
現
小
矢
部
川
）、
或

い
は
当
社
名
に
由
来
し
て
、
そ
の
名
を
与
え
ら
れ

た
と
い
う
日
満
連
絡
船
「
射
水
丸
」
に
つ
い
て
も

当
時
の
地
元
新
聞
を
見
る
と
、「
富
山
県
の
由
緒
あ

る
射
水
神
社
の
名
を
と
っ
た
北
日
本
汽
船
会
社
の

日
満
連
絡
船
射
水
丸
」（『
越
中
新
聞
』
昭
和
十
四
年

七
月
十
六
日
掲
載

）
と
見
え
、

更
に
昭
和
十
五
年
五
月
一
日
、
伏
木
港
入
港
に
あ

た
り
、
同
日
午
後
六
時
か
ら
当
社
に
お
い
て
「
御

神
體
遷
御
祭
」
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
決
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

歴
史
が
明
ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
職
員
一
同
、

感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　

祖
国
の
た
め
、家
族
の
た
め
と
、尊
い
命
を
捧
げ
、

今
日
の
平
和
を
築
か
れ
た
先
人
た
ち
へ
の
感
謝
と

慰
霊
・
顕
彰
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
生
活
、

神
明
奉
仕
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
次

第
で
す
。

日
満
連
絡
船
「
射
水
丸
」

軽
巡
洋
艦
「
神
通
」

　

射
水
神
社
に
由
来
す
る
名
を
与
え
ら
れ
、
昭
和
十
五
年

四
月
に
浦
賀
船
渠
で
完
成
。
日
本
海
汽
船
所
属
の
客
船
と

し
て
伏
木
港
と
朝
鮮
半
島
を
結
ん
だ
。

　

同
年
十
二
月
に
は
海
軍
に
徴
傭
さ
れ
て
軍
事
輸
送
に
携

わ
り
、
同
十
九
年
六
月
に
ア
メ
リ
カ
機
動
部
隊
艦
載
機
群

に
捕
捉
さ
れ
空
爆
で
沈
没
。
誕
生
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
年

で
戦
場
に
散
る
が
、
ま
さ
に
標
準
船
ら
し
い
生
涯
を
送
っ

た
。

　

大
日
本
帝
国
海
軍
の
軽
巡
洋
艦
。
大
正
十
一
年
八
月
神

戸
川
崎
造
船
所
で
起
工
。
大
正
十
二
年
十
二
月
進
水
。
大

正
十
四
年
七
月
竣
工
、
就
役
。
昭
和
十
八
年
七
月
戦
没
。

　

こ
の
間
、
水
雷
戦
隊
の
旗
艦
と
し
て
の
任
を
よ
く
果
た

し
、
後
の
ア
メ
リ
カ
戦
史
研
究
家
か
ら
「
神
通
こ
そ
太
平

洋
戦
争
中
、
最
も
激
し
く
戦
っ
た
日
本
軍
艦
で
あ
る
」
と

い
う
賞
賛
を
う
け
た
。
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第
六
十
二
回
式
年

遷
宮
の
諸
祭
儀
が
麗

し
く
完
遂
さ
れ
た
伊

勢
の
神
宮
で
は
、
全

国
の
神
社
へ
向
け
て

御
装
束
神
宝
の
下
附

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
神
社
に
お
き
ま

し
て
も
、
四
点
の

御
装
束
神
宝
の
下

附
に
与
り
、
十
二
月

二
十
一
日
に
神
宮
司

庁
に
お
い
て
、
下
附

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
あ
ら
た
ま
る
一
月
二
十
三
日
、
神
宮
御
装
束
神

宝
撤
下
奉
告
祭
を
奉
仕
し
、
六
月
十
八
日
に
開
催
さ

れ
た
射
水
神
社
崇
敬
奉
賛
会
総
会
で
は
、
崇
敬
奉
賛

会
員
ら
に
特
別
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
下
附
に
あ
た
っ
て
、
社
伝
の
刀

剣
類
に
つ
い
て
も
油
を
ひ
く
、
或
い
は
研
磨
を
す
る

等
の
手
入
れ
が
な
さ
れ
、
燦
然
と
輝
く
、
威
厳
に
満

ち
た
本
来
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
秋
季
大
祭
前
日
に
読
合
式
を
執
り
行

い
、
新
調
し
た
桐
箱
に
納
め
、
本
殿
内
に
奉
安
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
神
宮
よ
り
下
附
い
た
だ
い
た
御
装
束
神
宝

は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
皇こ
う
た
い
じ
ん
ぐ
う

大
神
宮
御ご
し
ん
ぽ
う

神
宝
　
　
革か
わ
の
お
ん
ゆ
ぎ

御
靱
　
壱
腰

一
、
皇こ
う
た
い
じ
ん
ぐ
う

大
神
宮
別べ
つ
ぐ
う宮

　
瀧た
き
は
ら
の
み
や

原
宮
御ご
し
ん
ぽ
う

神
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梓あ
ず
さ
の
お
ん
ゆ
み

御
弓
　
壱
張

一
、
皇こ

う
た
い
じ
ん
ぐ
う

大
神
宮
別べ
つ
ぐ
う宮

　
瀧た
き
は
ら
な
ら
び
の
み
や

原
竝
宮
御ご
し
ん
ぽ
う

神
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
銅ど
う
ぐ
ろ
づ
く
り
の
お
ん
た
ち

黒
造
御
太
刀
　
壱
柄

一
、
皇こ

う
た
い
じ
ん
ぐ
う

大
神
宮
別べ
つ
ぐ
う宮

　
伊い
ざ
な
み
の
み
や

佐
奈
彌
宮
御お
ん
し
ょ
う
ぞ
く

装
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御お
ん
く
し
げ

櫛
笥
　
壱
合

光　

彩　

―
神
宮 

撤
下
御
装
束
神
宝
―
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一
、
錫
製
祭
器
具

　
　
水
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
口

　
　
狂
言
和
泉
流
二
十
世
宗
家
　
和
泉
元
彌

　
平
瓦
　
　
壱
枚

　
瓶
子
　
　
壱
対

　
高
坏
　
　
壱
脚

　
株
式
会
社
　
能
作

一
、
白
地
菊
花
金
御
紋
門
帳

　
　
あ
け
ぼ
の
敬
神
講 

有
志

人
　
事

新
　
任

　
仕
　
　
女
　
　
布
尾
　
幸
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日

　
巫
　
　
女
　
　
越
野
　
晶
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
七
月
十
九
日

　
巫
女
見
習
　
　
佐
渡
　
愛
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

一
、
銅
地
菊
花
御
紋
吊
燈
籠
　
壱
拾
六
基

・
株
式
会
社
　
ミ
ヤ
シ
ゲ

　
　
代
表
取
締
役
　
宮
重
　
清
　
　
　
　
壱
対

・
三
鐵
工
業
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
株
式
会
社
　
室
屋

　
　
代
表
取
締
役
会
長
　
室
谷
博
久
　
　
壱
基

・
森
田
建
設
株
式
会
社

　
　
森
田
市
五
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
株
式
会
社
　
開
進
堂

　
　
山
﨑
　
義
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
株
式
会
社
　
織
田
幸
銅
器

　
　
織
田
　
幸
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
株
式
会
社
　
美
恵

　
　
安
田
美
恵
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
穴
田
　
甚
朗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
荻
布
　
精
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
あ
け
ぼ
の
敬
神
講

　
　
向
山
　
耕
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

　
　
藤
川
　
勝
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

　
　
嶋
　
　
安
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
穴
田
　
太
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
辻
井
　
利
男

　
辻
井
　
則
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

・
石
灰
　
昭
光

　
　
　
　
　
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
基

（
敬
称
略
）

一
、
紅
地
大
和
錦
小
葵
文
様
拝
殿
御
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
式

　
北
村
　
麗
子

ご

奉

納

献灯時

高杯

平瓦

瓶子

水器

（
刻
名
に
準
ず
る
）
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う
つ
く
し
の
杜
の
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
神
前
結
婚
式
の
ご
案
内

神
前
結
婚
式
の
魅
力

　

春
は
桜
、
夏
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
雪
化
粧
。
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
四
季
の
中
、

神
様
の
前
で
〝
夫
婦
の
契
り
〟
を
結
ぶ
、
そ
れ
が
神
前
結
婚
式
で
す
。

　

神
社
は
、
お
宮
参
り
や
七
五
三
、
初
詣
な
ど
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
み
が
深
く
、

ま
た
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
縁
が
つ
な
が
っ
て
い
く
特
別
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、結
婚
式
は
、両
家
の
つ
な
が
り
や
家
族
と
の
絆
を
確
か
め
合
い
、今
ま
で
携
わ
っ

て
き
た
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
の
出
来
る
大
切
な
時
間
で
す
。

　

越
中
総
鎮
守
一
宮
と
し
て
由
緒
あ
る
神
社
の
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
家
族
や
親
し
い
友

人
達
に
見
守
ら
れ
て
執
り
行
わ
れ
る
伝
統
と
格
式
あ
る
結
び
の
儀
礼
は
、
情
緒
あ
ふ
れ
、

と
て
も
感
動
的
で
す
。

　

朝
一
番
に
汲
ん
だ
水
を
両
家
が
持
参
し
、

カ
ワ
ラ
ケ
へ
同
時
に
注
い
だ
「
合
わ
せ
水
」

を
、
結
婚
式
の
始
ま
る
参
進
前
に
花
嫁
が
一

口
飲
み
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
ワ
ラ
ケ
を
地
面

に
打
ち
つ
け
て
割
り
、
き
れ
い
に
割
れ
た
カ

ワ
ラ
ケ
は
嫁
ぎ
先
の
庭
に
埋
め
ら
れ
、
嫁
ぎ

先
の
土
と
な
り
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
て
き
た
家
の
水
と
、
こ
れ
か
ら

住
む
家
の
水
を
合
わ
せ
て
飲
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
花
嫁
が
嫁
ぎ
先
の
水
に
合
わ
ず
、
お
腹
を

壊
し
て
体
調
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い

う
直
接
的
な
意
味
と
、
水
が
合
わ
な
い
…
す
な

わ
ち
風
習
が
合
わ
な
い
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な

す
れ
違
い
が
起
こ
り
、
苦
労
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
水
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神
前
結
婚
式

平
成
二
十
八
年

如
　
月
　
二
月
挙
式

下　

田　

拓　

人
・
成　

美

中　

島　

政　

雄
・
い
つ
か

荒　

井　

健　

太
・
望　

未

弥
　
生
　
三
月
挙
式

守　

護　

圭　

太
・
菜　

穂

安　

東　

克　

晃
・
和　

枝

上　

野　

健　

一
・
恵　

美

岡　

田　

孝　

志
・
美　

樹

髙　

野　

元　

秀
・
恭　

子

条　

谷　

哲　

弥
・
美　

保

穴　

倉　

直　

樹
・
由
香
里

安　

井　

浩　

祐
・
永　

吏

駒　

井　

将　

人
・
香
菜
恵

卯
　
月
　
四
月
挙
式

松　

田　

敬　

佳
・
み
さ
と

成　

田　
　

亮　

・
直　

子

松　

尾　

慎
太
郎
・
幸　

子

山　

﨑　

道　

雄
・
未　

来

荻　

野　
　

宏　

・
友　

里

小　

西　

耕　

平
・
彩　

世

西　

野　
　

彰　

・
玲
伊
子

幡　
　
　
　

透　

・
あ
さ
み

山　

﨑　

卓　

也
・
奈　

央

原　

崎　

悠　

司
・
沙　

季

金　

森　

智　

樹
・
な
な
え

松　

岡　

秀　

和
・
博　

子

齋　

藤　
　

歩　

・
綾　

香

大
谷
内　

泰　

輔
・
亜
稀
子

三　

浦　

圭　

太
・
麻
理
恵

皐
　
月
　
五
月
挙
式

菱　

田　

和　

義
・
麻　

里

松　

本　

洋　

亮
・
霞　

未

末　

永　
　

誠　

・
香　

織

森　

川　

龍　

也
・
真　

美

舟　

橋　

朋　

敬
・
智　

萌

久　

保　

五　

良
・
理　

沙

籠　
　
　

雅　

貴
・
絵　

梨

柴　

田　

正　

嗣
・
小
百
合

水
無
月
　
六
月
挙
式

　

﨑　

忠　

司
・
本　

子

藤　

森　

啓　

宗
・
寿　

美

二　

谷　

崇　

大
・
恵
利
華

澤　

井　

和　

博
・
紀　

子

水　

野　

裕　

也
・
絵
里
香

草　

開　
　

徹　

・
千　

春

米　

澤　

大　

樹
・
夏　

絵

宮　

川　

祐　

介
・
陽　

子

花
嫁
の
れ
ん

　

実
家
の
家
紋
が
染
め
抜
か
れ
た
華
や
か

な
「
の
れ
ん
」
で
す
。
本
来
は
、
花
嫁
が

嫁
入
り
の
際
に
持
参
し
、
花
婿
の
家
の
仏

間
の
入
り
口
に
掛
け
ら
れ
ま
す
。
玄
関
先

で
「
合
わ
せ
水
」
を
行
い
、
両
家
が
挨
拶

を
交
わ
し
た
後
、
花
嫁
が
の
れ
ん
を
く
ぐ

り
、
ご
先
祖
様
に
お
参
り
を
し
て
か
ら
結

婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
で
も
、
嫁
ぐ
娘
へ
母
親
が
自
身
の

「
花
嫁
の
れ
ん
」
を
譲
る
な
ど
、
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
嫁
入
り
道
具
の
一
つ
と
し
て
、

そ
の
家
々
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
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本
年
六
月
十
八
日
、
式
年
大
祭
奉
賛
会
解
散
式
を
行
い
、
記
念
事
業
に
ご
奉
賛

賜
り
ま
し
た
皆
様
の
芳
名
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
本
号
を
以
て
、
こ
の
度
の
式

年
大
祭
に
関
わ
る
全
て
の
事
業
は
完
遂
致
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
今
号
で
は
神
宮
よ
り
下
附
に
与
り
ま
し
た
御
装
束
神
宝
の
紹
介
、
戦
後

七
十
一
年
を
迎
え
、
当
社
の
御
分
霊
が
奉
斎
さ
れ
て
い
た
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た

「
神
通
」
「
射
水
丸
」
に
つ
い
て
、
ま
た
初
め
て
執
り
行
わ
れ
た
七
夕
祭
の
記
事

等
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
四
季
折
々
の
祭
事
を
通
し
て
、
大
神
様
の
御
心
に
触
れ
、
故
郷
・
越
中

の
人
々
の
〝 

こ
こ
ろ
の
拠
所 

〟
と
し
て
、
更
に
奉
仕
に
勤
め
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
隆
昌
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

紫
陽
花 

― 

あ
じ
さ
い 

―

発
行
日
／
平
成
二
十
八
年
九
月
　
　
発
行
所
／
射
水
神
社
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一
　
　
印
刷
所
／
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

お
問
合
せ〈
社
務
所
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

三
一
〇
四
　〈
結
婚
式
場
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

〇
八
〇
八
　U

RL

／http://w
w

w
.im

izujinjya.or.jp

　E

メ
ー
ル
／info@

im
izujinjya.or.jp

越
中
総
鎮
守
一
宮

　
『
万
葉
集
』
に
は
、
橘
諸
兄
が
「
ア

ジ
サ
イ
の
花
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て

咲
く
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
花
を
見
る
た

び
に
、
わ
た
し
も
あ
な
た
の
こ
と
を

思
っ
て
い
ま
す
か
ら
」
と
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

写
真
は
、
社
務
所
周
辺
で
撮
影
さ

れ
た
ア
ジ
サ
イ
で
す
。
四
季
折
々
の

花
が
咲
く
境
内
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

七
五
三
詣
の
ご
案
内

　

七
五
三
は
、
三
歳
の
男
女
（
髪か
み

置お
き

）、
五
歳
の
男
児
（
袴は
か
ま
ぎ着
）、

七
歳
の
女
児
（
帯お

び

解と
き

）
の
お
祝
い
で
、
大
人
に
近
づ
い
て
い
く
こ

と
を
神
様
に
ご
奉
告
、
感
謝
し
、
成
長
を
祈
る
行
事
で
す
。

　

お
子
さ
ま
の
今
日
ま
で
の
無
事
な
成
長
に
感
謝
し
、
今
後
の
幸

せ
と
成
長
を
お
祈
り
す
る
大
切
な
日
は
、
国
鎮
守
の
射
水
神
社
に

お
参
り
く
だ
さ
い
。

※
数
え
年
と
は
生
ま
れ
た
年
を
「
一
歳
」

と
数
え
、
お
正
月
を
迎
え
る
た
び
に

日
本
人
の
す
べ
て
が
神
々
か
ら
新
し

い
生
命
を
頂
き
、
一
つ
ず
つ
年
齢
を

重
ね
る
数
え
方
で
す
。

※
衣
装
・
着
付
・
写
真
な
ど
、

　

便
利
な
セ
ッ
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
。

〝
う
つ
く
し
の
杜
〟で
、一
生
残
る
感
動
の
一
日
を
。

平成28年　七五三年表
※数え年・満年齢どちらでもお受けできます。

数 え 年 満 年 齢 性　　別

7歳 平成22年生 平成21年生 女の子

5歳 平成24年生 平成23年生 男の子

3歳 平成26年生 平成25年生 男の子 女の子


